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十

一

月

師

走
パストラール尼崎

パストラールシニア大学

月

ケイ

パストラールシニア大学も開校５年目。今年度も多

彩な講師を迎え充実した内容で開催します。過去の講

師陣からその熱心な受講姿勢を絶賛されている皆様。

今年も皆勤賞目指して頑張りましょう。

＊毎回フロントにお申込み下さい（席に限りがあります）

＊当日は、学生証も忘れずに！

【第７回パストラールシニア大学】

・日時：１２月２０日（金）１４：００～

・場所：多目的ホール

・講師：大阪教育大学名誉教授

管野 耕三 先生

『尼崎市の地盤と自然災害』

最近の京都ですが、大勢の外国人観光客、それ

も富裕層向けのホテルが続々と建っています。そ

れも利便性やロケーション抜群の立地にです。ど

こにそんな土地があったのでしょう・・・？

たとえば、先日オープンした「パークハイアッ

ト京都」の場合、桂小五郎なども利用した料亭

「山荘京大和」（高台寺の横）の敷地を竹中工務

店が賃借してホテルを新築した上、歴史ある料亭

の木造建物や庭園は保存、復元。料亭は、ホテル

と同居する形態にしたのだとか。近くに二年坂、

高台寺、八坂の塔など絶好の立地に建つこのホテ

ル、ちなみに一泊10万～という恐ろしい値段です。

また帝国ホテルは、10月、東山区にある「祇園

甲部歌舞練場」敷地内の「弥栄会館」を活用した

新規ホテル計画について、検討および協議を開始。

昭和11年に建った弥栄会館は、国登録有形文化財

などに指定されていますが、建物の老朽化により、

劇場を含む大部分が使用されていませんでした。

この他、小学校の跡地や、病院跡地にも高級ホテ

ルが続々と・・・ 古き良き京都を知る人間には、

少し寂しいような気もしますが、明治時代、南禅

寺境内に、ローマ建築風の水道橋をズドーンと通

すという思いきりのいい京都。今では立派な観光

資源になっているのを見ると、これも時代の流れ

ですよね。

十

二

月

京都がエライことに！？

尼崎市の地盤を知り、土・地盤、

地下水などが人の生活にどの

ように関与するのか。また自然

災害と地盤との関係も、わかり

やすくご講演頂きます。

日
本
一
有
名
な
年
末
の
大
掃
除
と
い
え
ば
、
京
都
、

東
西
両
本
願
寺
の
大
掃
除
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

十
二
月
二
十
日
、
マ
ス
ク
や

割
烹
着
な
ど
完
全
防
備
の
門
徒

さ
ん
が
、
一
斉
に
竹
の
棒
（
片

方
が
曲
が
っ
て
い
る
そ
う
で
す
）

で
、
親
の
仇
の
よ
う
に
（
汗
）

パ
タ
パ
タ
と
畳
を
叩
き
、
モ
ウ

モ
ウ
と
立
つ
埃
を
大
き
な
う
ち

わ
で
堂
外
へ
あ
お
ぎ
出
す
光
景

は
、
年
末
の
風
物
詩
で
す
よ
ね
～

そ
の
御
影
堂
の
広
さ
は
、
な
ん
と
東
本
願
寺
が
九

百
畳
、
西
本
願
寺
が
七
百
畳
も
あ
る
の
だ
と
か
。
本

願
寺
の
す
す
払
い
の
起
源
は
五
百
年
以
上
前
、
蓮
如

の
時
代
か
ら
ほ
ぼ
昔
の
ま
ま
の
姿
で
伝
承
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。

で
も
こ
の
「
す
す
払
い
」
、
東
と
西
で
は
少
々
様

子
が
違
っ
て
い
ま
す
。
東
は
横
一
列
に
並
ん
だ
参
加

者
が
一
糸
乱
れ
ず
進
み
ま
す
が
、
西
は
集
団
が
整
列

す
る
こ
と
な
く
進
み
ま
す
。
見
た
目
は
東
の
方
が
わ

か
り
や
す
い
で
す
が
集
団
と
し
て
の
動
き
は
人
数
が

多
い
西
の
方
に
迫
力
を
感
じ
る
の
だ
と
か
。

基
本
は
門
徒
さ
ん
や
そ
の
関
係
者
が
参
加
し
て
い

ま
す
が
、
一
般
の
方
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
但
し
、

朝
七
時
（
西
本
願
寺
）
の
開
始
の
う
え
、
腰
を
低
く

し
て
の
作
業
は
、
結
構
キ
ツ
そ
う
。
（
泣
）
出
来
れ

ば
う
ち
わ
役
が
い
い
な
ぁ
。
け
れ
ど
朝
ご
は
ん
が
頂

け
た
り
、
（
ち
な
み
に
昨
年
は
、
豚
汁
、
お
に
ぎ
り

2
個
、
味
付
け
海
苔
、
梅
干
し
）
朝
陽
に
照
ら
さ
れ
、

光
を
放
つ
埃
さ
え
美
し
く
見
え
る
と
い
っ
た
貴
重
な

経
験
も
出
来
る
の
だ
と
か
。
広
島
か
ら
来
た
八
十
二

歳
の
男
性
「
こ
の
年
で
足
腰
は
き
つ
い
け
ど
清
々
し

い
気
分
で
す
」
・
・
・
ご
立
派
で
す
。


